
 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まっすぐ活動報告⑲
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立憲民主編集部 

〒102-0093 

東京都千代田区平河町 

2-12-4 ふじビル 3F 

Tel.03-6811-2301 

Fax.03-6811-2302 

goiken@cp-japan.net 

http://cdp-japan.jp/ 

2020年新春号 

国分寺市版 

1982年 広島県生まれ 東京都育ち 法政大学法学部政治学科卒業 
末松義規衆議院議員の公設第一秘書等を経て市議会に当選（２期目）  
家族・・・妻、娘（8歳）、息子（2歳） 趣味・・・野球、空手（黒帯）、料理 

厚生文教委員会 副委員長、公共施設等総合管理特別委員会 
浅川清流環境組合議会議員（可燃ごみ処理施設に関する議会） 

 

市役所新庁舎は泉町都有地に決定致しました 

市役所移転の議案採決の結果は→賛成１８ 反対４→３分の２以上の賛成により移転決定。 

賛否両論あるなかで私も悩み、熟考致しましたが、以下の理由にて賛成票を投じました。令和６年完成予定。 

１、将来的なまちづくりの可能性の拡大 

まとまった土地の無い国分寺市において現庁舎跡地が活用できれば、 全体的に老朽化している公共施設を 

整備、再配置していくための 契機、種地となり、不足している施設の建設可能性も見いだせる。 

また、民間のノウハウを活用した新しい取組みやコスト削減にも期待できる。 

２、防災機能の向上 

隣接する予定の消防署や武蔵国分寺公園など、各種施設との連携が取りやすくなり、災害時の迅速な対応に

期待できる。位置が南側だが、狭い市域の国分寺市であり、各防災推進地区での訓練、体制も整いつつある

ので防災機能を持った拠点を重ならない場所に設け、広域連携を強化する事で位置の問題はカバーできる。 

３、建設の工期や工法、効率性 

現庁舎用地での建替えは業務をしながらの工事となるため、来庁者や職員のリスクや利便性、効率性の課題

がぬぐい切れない。工事難易度もあがり、工期の延伸や建設費用が上振れする可能性も高く、 

また、仮設庁舎、臨時駐車場の建設費や賃料は後に資産として残らない費用となる。 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

他施策のサービス水準は絶対に下げさせない！ 

１００億円を超える事業であり、財政的に他施策への影響がないようにしなくてはいけません。庁舎建設により

福祉や子ども、高齢者等の施策が縮小されないよう強く求め、議会の場で市長に約束をしてもらいました。 

また、西・北地区からの交通アクセスの見直しや各サービスコーナーの機能拡充、西国分寺駅東口の検討を

働きかけたいと思います。また、東口ができるまでの間は、西国分寺駅から市役所までの往復バスを走らせる

など、高齢者や障がいをお持ちの方でも無理なく来庁頂ける仕組みをつくるべきと考えます。 

  令和元年１２月議会（11月２８日～12月２０日）報告 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見・ご要望などは下記まで ～市内どこでも駆けつけます！～ 

185-0035国分寺市西町 4-1けやき台団地 38-303    

TEL：070-2833-5666  FAX：042-534-9123  

ホームページ：www.datejun16.net メール：info@datejun16.net 
 

 

(2)                              立憲民主                         

ワクチンの再接種助成について 
 

一 般 質 問 

障がい者就労施設からの物品調達推進について 
 

一 般 質 問 

【だて】 法律に基づき当市でも方針を策定し、障がい者就労施設からの物品等の調達を進めているが、 

ここ数年は金額的に横ばいの状況である。就労を基軸とする障がい者の自立促進のためにも、より積極的

な取組みを求める。また、お仕事ネットワークと連携も発注につながる重要な取組みであり強化を求める。 
 
【福祉部長】 市役所内の全課での実績を目標に来年度方針を設定した。発注促進へのマニュアル作成や

趣旨の理解浸透を図り、調達の拡大に努めるとともに、様々な団体と連携し、地域における障がい者の 

自立促進に努力して参りたい。 
 
 

一 般 質 問 そ の 他 の
力 

 

【だて】 小児がんなどで骨髄移植等の治療をうけると、これまでの予防接種効果が失われてしまうケース

がある。その際のワクチン再接種は自費となり、２０～３０万円という大きな経済負担が伴う。 

一部の自治体で行われているような再接種助成制度を当市でも検討できないか。 
 
【健康部長】 子どもの予防接種については現在１３種類あるが、複数回接種するものもあり、再接種は自由

診療となる事から大きな負担となる。多摩地区では稲城市と町田市が助成を行っている。 

当市でも国や都の動向を注視し、検討する。 

 

 

4月から自転車保険が義務化されます！ 
 

一 般 質 問 

【だて】 東京都の条例が改正され、２０２０年４月から自転車利用者の保険加入が義務化される。 

近年、自転車事故による１億円近い高額賠償金の支払いが命じられたケースもあり、イザという時に 

被害者のみならず、自身を守るためにも加入促進の啓発が必要である。 

月額１００円程度で加入できる保険もあるので、まずは制度の周知に努めてもらいたい。 
 
【建設環境部長】 すでに埼玉県や神奈川県でも義務化は行われており、先行自治体では事故件数の増加

に歯止めがかかっている。市民に啓発をするとともに学校等とも連携し、自転車マナーの向上に取組む。 

 

【だて】 市役所の業務に関係する自転車利用についても、委託先等も含めチェックを求める。 

 
 

防災対策について・・・台風１９号の際の避難所運営について、スマホ充電設備の設置を求めました。 

ゴミ収集について・・・日野市の新処理施設稼働に伴う、収集ルート変更に際しての安全対策を求めました。 
 
 

 
 

９月議会で求めた、生きがいセンターにしまち、とくら、こいがくぼの多目的室の市民利用が 

１２月から開始されました。ぜひご利用下さい♪ 
 
 

 


